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第1学年　数学　単元「正の数・負の数」解説資料

  （1）　■正答　①　イ　　②　エ　　（2）　■正答　－　　　（3）　■正答　36

  （1）　■正答　ア　原点　　イ　8　　（2）　■正答　2（㎝）　　　　（1）　■正答　9（℃）
（2）　■正答　ア　6.7　　イ　＋3.7

単元「文字の式」

  （1）　■正答　－3 a＋ 680（円）　　（2）　■正答　　＞　＋

  （1）　■正答　2 n＋ 1　　（2）　■正答　b＋ 4 a（円）

  
１　出題の趣旨

　文字式を利用した問題解決の場面において、次のことがらができるかどうかをみる。
・与えられた数量の関係を文字式で表すこと。
・文字式から，数量関係を読み取り，状況を言葉で説明すること。

２　各設問の趣旨
設問（1）　長椅子と，座ることができた生徒の関係を正しく等式で表すことができるかどうかを

みる問題である。
設問（2）　与えられた不等式が，生徒の数と長椅子の数についてどのような状況を表しているか

理解することができるかどうかをみる問題である。

３　学習指導要領における内容・領域　
設問（1）…Ａ数と式（2）アア
設問（2）…Ａ数と式（2）アエ

４　評価の観点　
設問（1），（2）…知識・技能

５　正答と解説
設問（1） ■正答　　4 b＝ a－ 12
  ■解説　　長椅子に座ることができた人数は，a－ 12（人）である。
設問（2） ■正答　　ア：5 　　　　　　　　　
  　　　　　イ：（例）長椅子が1つ余り，最後の長椅子には1人か2人が座っている。
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第1学年　数学　単元「方程式」解説資料

　　■正答　エ　　　　■正答　a＝ 4　　　　■正答　x＝ 3　　　　■正答　ウ　

　　■正答　x＝ 6　　　　■正答　20，21，22　　　　■正答　イ

　
１　出題の趣旨

　次のことができるかどうかをみる。
・一方の個数を xにしたことにより，方程式をつくることができる。

２　各設問の趣旨
設問（1） 15％の食塩水の量を xｇとおいて，6％の食塩水の量・食塩の量を xを用いて表すこと

ができるかどうかをみる。
設問（2） （1）をもとにして方程式をつくり，それを解くことができるかどうかをみる。

３　学習指導要領における内容・領域
設問（1）…Ａ数と式（3）アア
設問（2）…Ａ数と式（3）イイ

４　評価の観点　
設問（1）…知識・技能
設問（2）…思考・判断・表現

５　正答と解説
設問（1） ■正答　（例）　上から，x＋ 200，12，　    x，　   （x＋ 200）

  ■解説　1％を　　と考えることに注意すること。

設問（2） ■正答　（例）　（方程式）　12＋　    x＝　    （x＋ 200）（15％の食塩水）　160ｇ

  ■解説　（1）をもとに方程式をつくり，それを解いていけばよい。

第1学年　数学　単元「変化と対応」解説資料

　　■正答　ウ　　　　■正答　ウ　　　　■正答　y＝　 x　　　　■正答　y＝

　
１　出題の趣旨

　次のことができるかどうかをみる。
・結果を振り返り，事象を数学的に解釈すること。
・問題解決の方法を数学的に説明すること。

２　各設問の趣旨
設問（1） 与えられた式をもとに，事象における2つの数量の関係が比例であることが判断できる

かどうかをみる。
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設問（2） 与えられた表や式を用いて，問題を解決する方法を数学的に説明することができるかど
うかをみる。

３　学習指導要領における内容・領域
設問（1）…Ｃ関数（1）アイ
設問（2）…Ｃ関数（1）イイ

４　評価の観点　
設問（1）…知識・技能
設問（2）…思考・判断・表現

５　正答と解説
設問（1） ■正答　（記号）　ア　（説明）比例定数　の比例式になっているから。
  ■解説　関係式から判断すればよい。
設問（2） ■正答 　（記号）　ア　（説明）（例）　表より，細い円柱の容器の水の高さは，太い円柱

の容器から減った水の高さの４倍になるので，24÷ 4＝ 6（㎝）を計算して求める。

  　　　 　（記号）　イ　（説明）（例）　式 y＝　に x＝ 24を代入して，y＝　＝ 6（㎝）
を求める。

  ■解説　表から比例定数を調べるか関係式を用いて， xが24のときの yの値を求める。

第1学年　数学　単元「平面図形」解説資料

  （1）　■正答　4㎝　　（2）　■正答（上から順に）ＡＤ⊥ℓ，ＡＤ//ＣＦ　　（3）　■正答　下図

  （1）　■正答　イ
（2）　■正答　ア
（3）　■正答　ウ

  
１　出題の趣旨

　図形の性質を用いて問題を解決する場面で，次のことができるかどうかをみる。
・与えられた大きさの角を必要な場所に作図し，回転移動した点を作図できること。
・問題解決の方法を，図形の性質をもとに解釈し説明すること。
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２　各設問の趣旨
設問（1），（2）　反時計回りに135°回転移動した点を作図する問題で，その方法を垂線，角の二等

分線の性質を用いて説明できること。
設問（3）　（1），（2）で示したのとは別の方法で，反時計回りに135°回転移動した点を作図でき

ることを理解し，その方法を説明できること。

３　学習指導要領における内容・領域
設問（1）…Ｂ図形（1）アア
設問（2），（3）…Ｂ図形（1）イア

４　評価の観点
設問（1）…知識・技能
設問（2），（3）…思考・判断・表現

５　正答と解説
設問（1） ■正答　ア　半径　　イ　ＯＲ（ＲＯ）　　ウ　ＯＺ（ＺＯ）　エ　Ａ
  ■解説 　⑥までで点Ｂは作図されていないので，ウは直線ＯＢ（ＢＯ）と答えると誤り。
設問（2） ■正答 　（例）　直線ＯＲは直線ＯＡに垂直であり，直線ＯＺは∠ＸＯＹの二等分線であ

るから。
  ■解説 　どの直線とどの直線が垂直か，どの直線がどの角の二等分線になっているかを

ともに説明できれば正答（○）とする。
設問（3） ■正答　ア　Ｐ　　イ　Ｏ　　ウ　ＰＯＱ　　エ　ＱＯＲ　　オ　ＯＳ
  ■解説 　正三角形を作る位置，二等分する角が正しければ正答（○）とする。ウ，エは

それぞれＱＯＰ，ＲＯＱでも正答（○）とする。

第1学年　数学　単元「空間図形」解説資料

　　（1）　■正答　イ　　（2）　■正答　辺ＣＧ，ＤＨ，ＦＧ，ＥＨ（のいずれか1つ）　　
  （3）　■正答　ア，ウ

　　（1）　■正答　12π㎝3

（2）　■正答　ア（例）　円Ｏの円周の長さ　　イ　　　　ウ　（例）　中心角　　エ　216

　　（1）　■正答　（立体）　直方体　　ア　体積　　イ　表面積　　（2）　■正答　ア，ウ，エ　
（3）　■正答　ウ

第1学年　数学　単元「データの活用」解説資料

  （1）　■正答　（平均値）5.4，（中央値）5，（範囲）10　　（2）　■正答　ア　3　　イ　0.1　　
（3）　■正答　ウ，エ
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１　出題の趣旨

　データに基づいて不確定な事象を考察する場面で，次のことができるかどうかをみる。
・必要な情報を適切に選択すること。　・データの傾向を的確に捉えること。
・事象を数学的に判断し，その理由を数学的な表現を用いて説明すること。

２　各設問の趣旨
設問（1）　与えられた度数分布表から必要な情報を適切に選択し，処理することができるかどう

かをみる。
設問（2），（3） 　データの傾向を的確にとらえ，判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること

ができるかどうかをみる。

３　学習指導要領における内容・領域
設問（1）…Ｄデータの活用（1）アア
設問（2），（3）…Ｄデータの活用（1）イア

４　評価の観点
設問（1）…知識・技能　　
設問（2），（3）…思考・判断・表現

５　正答と解説
  （1）　■正答　ア　20　　イ　30　　ウ　4　　エ　28　　
（2）　■正答 　必ず正しいとはいえない。

（説明）（例）通学時間が短いほうから数えて半分以内ということは15番目以内だが，
15番目の人は，3＋ 6＋ 9＝ 18（人）より，20分以上30分未満の階級にいる。よっ
て，たかこさんの通学時間が20分以上で，平均の28分より短いときは，15番目以
内に必ず入っているとはいえないので，必ず正しいとはいえない。

（3）　■正答　（例）バス通学の人の通学時間の平均は，

歩いて通学する人の通学時間の平均は，

よって，バス通学の人のほうが42－ 21＝ 21（分）長い。

■解説　 　2つの表から，それぞれの平均を求めて比較する。

２

25× 1＋ 35× 3＋ 45× 4＋ 55× 2 ＝ 25＋ 105＋ 180＋ 110＝ 420＝ 42（分）10 10 10

5× 3＋ 15× 6＋ 25× 8＋ 35× 2＋ 45× 1＋ 55× 0 ＝ 15＋ 90＋ 200＋ 70＋ 4520 20

＝ 420＝ 21（分）20


